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　次に、大阪府歯科衛生士会・丸山直美会長により乾杯

の発声が行われ祝宴が

始まった。会場の至る

ところで新年の挨拶や

近況報告が交わされて

新たな交流の輪も広が

り、歓談で賑わう会場

はますます熱気に包ま

れていた。

　新春恒例の新年互礼会が平成29年1月8日（日）、ホ

テル日航大阪の5F鶴の間において開催された。ご来賓

には、国会・府会・市会

議員をはじめ、大阪府の

要職、大阪府・府下地域

歯科医師会、学校関係、

関係団体、関係各社の

方々を合わせて136名を

迎え、本会会員も171名

が出席した。先ず、山下

副会長より開会の辞が述

べられ新年互礼会の幕が

あがった。始めに新執行部になり初めて清水会長より新

年の挨拶があった。ご来賓への謝辞と本会会員に向けて

日頃の事業運営への多大な協力に関して感謝の意を述べ

られた。ご来賓から、大阪府・植田浩副知事、大阪府歯

科医師会・市原聡副会

長、日本歯科技工士会・

西澤隆廣副会長より、互

礼会へのご祝辞と今年の

抱負や今後の展望につい

て頂戴した。

大阪府歯科技工士会

会 長　清 水  潤 一

大阪府副知事

植 田　  浩 様 

大阪府歯科衛生士会

会 長  丸 山  直 美 様

大阪府歯科医師会

副会長  市 原　 聡 様

日本歯科技工士会

副会長  西 澤  隆 廣 様
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　宴もたけなわになった頃、今年度、新たに仲間と

なった新入会員の皆さんに、壇上より一人ずつ挨拶

をして頂いた。昨年に引き続き、全国の都道府県技

を圧倒する多数の入会者数に至ったが、これも本会

会員のご尽力の賜物である。

　次に毎年恒例となったお楽しみ抽選会が女性部会

の進行で行われた。本年度もホテル日航大阪からの

宿泊券やディナー券を含め、次々と豪華景品が当選

者に手渡された。最後に、岸本専務理事による閉会

の辞があり、今年も盛会のうちに幕を閉じた。

新入会員の皆さん

女性部員の皆さん

学生の皆さん
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平成28年度

大阪府歯科保健活動事業功労者表彰

知 事 表 彰 受 賞知 事 表 彰 受 賞
齊 藤　　 勲 氏（北大阪支部）

小 田　純 司 氏（中央北支部）

会費引き落とし日のお知らせ

 平成29年 4・5月活動日程
  4 月
 5  日（水）日本歯科学院・入学式
 7  日（金）新大阪・東洋・入学式
 8  日（土）三役会・理事会・会計・学術・広報・組織
　　〃　    近畿デンタルショー2017 開会式典
10 日（月）新大阪一泊研修での講演
11 日（火）大歯大・入学式

  5 月
 9  日（火）会計監査
13 日（土）三役会・理事会・支部長会
 　 福祉厚生・技対・学術・組織
20 日（土）財務委員会
21 日（日）匠の技を見る
28 日（日）新入会歓迎会

　1 月 26 日 ( 木 ) 大阪府庁本館・正庁の間において平成

28 年度大阪府歯科保健活動事業功労者表彰式が行われ

た。

　今年度、長年の歯科保健活動が認められ表彰された会

員は北大阪支部・齊藤勲氏、中央北支部・小田純司氏の

2 名で、大阪府健康医療部長の上家和子氏から表彰状が

手渡された。本会から会長が日技公務のため、代理で重

光副会長、岸本専務が出席をした。両氏の受賞に対し敬

意を表するとともに、今後のますますのご活躍を期待致

します。

2月入会（3名）

南大阪　角倉　正浩　大阪歯科学院専門学校卒

中央南　髙　　陽子　新大阪歯科技工士専門学校卒

北　東　三井　知子　大阪大学歯学部附属歯科技工士学校卒

3月入会（2名）

北大阪　坂井　加那　新大阪歯科技工士専門学校卒

北大阪　薦田　一尚　河原医療大学校歯科技工学科卒

4月入会（10名）

北大阪　宇都宮 嵩士　東洋医療専門学校卒

北　東　小田　 祐馬　東洋医療専門学校卒

中央北　池田　 麿聡　東洋医療専門学校卒

中央北　横野　 裕彦　東洋医療専門学校卒

中央北　浦田 詩奈乃　東洋医療専門学校卒

中央北　小山 千菜美　東洋医療専門学校卒

中央北　望田　 大貴　東洋医療専門学校卒

中央北　島田　 拓弥　東洋医療専門学校卒

中央南　田中　 佑磨　東洋医療専門学校卒

南大阪　川邊　 大輔　東洋医療専門学校卒

新 入 会 者

4月： 8 日を除く 土曜・日曜・祝日

5月：13日を除く 土曜・日曜・祝日 です。

会館休館日のお知らせ

  ☆ 4 ／ 10 （月）……  5 月分
  ☆ 5 ／  8  （月）……  6 月分
　引落し日の前日までにご入金をお済ませください

　ますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご自宅や会社の住所が変わられた場合は、お手数で
すが、速やかに本会へご連絡をお願いいたします。

  TEL 06ー6699ー4400  
  FAX 06ー6697ー4100   
    メール  daishigi@oak.ocn.ne.jp

会員の皆様へ

左より、小田　純司 氏（中央北支部）

　　　　上家  和子  大阪府健康医療部長

　　　　重光  俊憲  副会長

　　　　齊藤　勲 氏（北大阪支部）
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時の話題
高齢者とは

　現在日本において100歳以上長生きされている方が6

万5千人以上おられ、過去10年で年間約4,000名を超え

るペースで急激に増加し、人口当たり（10万人）の比率

では日本が世界一最も多いとの報告が出ています。極端

な例は別にしても、国家における人口の年齢構成は社会

構造や将来における国民生活や経済面に大きな影響を及

ぼしています。

　最近新聞の一面や週刊誌の話題として大きく取り上げ

られた高齢者の定義について、自身の年齢的な環境から

関心もあって時の話題のテーマとして考えてみました。

　普段はあまり関心のない高齢者の定義について、日本

老年学会と日本老年医学会から75歳以上とすべきである

との提言が発表されましたが、何気なく見ていると国民

生活に及ぼす影響を見落としかねない大きな要素を含ん

でいると思われました。

　学会の立場での提言であるため個々の判断における政

治的な思惑は疑いたくありませんが、現在、日本の65歳

以上の高齢者は3,400万人弱で人口に占める高齢者の割

合は約27％となっており、その結果、社会保障関連費が

右肩上がりで大きく増加しています。国はこれらの費用

を抑えるため現在の高齢者（前期高齢者65～74歳）の

基準を提言により准高齢者と区分した場合には、将来の

高齢者としての年齢基準を75～89歳に上げることで現

在前期高齢者と言われる65～74歳までの約1,800万人近

くの該当者が外れることになり国民の高齢化率は約13％

となる見通しが出ています。

　結果、高齢者の定義が10歳も引き上げた時どうなるの

だろうか。将来の生活に関係するため、手っ取り早い対

策で問題が乗り切れるか、不安を感じる国民も沢山おら

れるでしょう。

　高齢化率の割合を下げることは社会保障費の支払い増

加の引き下げにつながりますが、反面、患者個人の医

療費負担増・年金支給開始年齢65歳から75歳へ引き上

げ・介護保険の給付・高齢者雇用の延長等の多くの問題

点を含んでいるため安易には受け止められません。人に

頼る他力本願的な考えは現状期待できませんが、生活に

対する自己防衛や準備を多少していてもどんどん増えて

いく高齢者に対する負担は厳しくなり、その負担のつけ

を次世代の若い人たちに回すことは、国の政策に対する

不信感を増長することになるでしょう。

時の話題 　また、視点を変えると国民の寿命が延びつつある中で、

最近「健康寿命」といわれる言葉をよく聞くことがあり

ます。歳を重ねても元気に自立して日常生活を送ること

を指す言葉です。「健康寿命」の先に介護を受けること

になるわけですが、急激にそうなるわけでなく徐々に老

化が進んで行くのは理解できます。それに関連して自分

の衰え（虚弱＝フレイル）を自覚して、元気で自立した

暮らしを送ることができれば「健康寿命」を寿命に近づ

けると言われています。フレイル予防の3つの心得とし

て運動（しっかり動く）社会参加（みんなで楽しく）栄

養（しっかり食べる）があり、我々の関係する食べるこ

とに関してオーラルフレイル対策（噛む力や飲み込む力

などの口腔機能は大切）の重要性も位置づけされている

のを最近歯科医師の先生のお話から再認識しました。そ

して、健康保持への自助努力がなによりあってこそ将来

の生きがいやゆとりある生活に繋がるのではないでしょ

うか。

　　　　　　　　　　　　　　  専務理事　岸本　秋朗

 ご結婚・お子様のご誕生
 おめでとうございます!!  

　＊下記2名の方に結婚祝金を給付しました。

　　　・福井 安都子 様（中央南支部）

　　　・田中　 良介 様（南大阪支部）

　＊下記2名の方に出生祝金を給付しました。

　　　・辻　 幸太郎 様（北東支部）

　　　・山崎　 有洋 様（中央北支部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（届出順に掲載）

＝ 会員慶弔制度のご案内 ＝
　本会の慶弔制度では「入院見舞金」や、子どもが生ま

れた際の「出生祝金」や、「結婚祝金」などが一定の要

件を満たした場合に給付されます。

　詳しくは「定款・諸規程集23P」もしくは

「ホームページ http://www.daishigi.org/?p=660」

をご参照ください。ホームページより用紙をダウンロー

ドできますのでご利用ください。
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第 10 回  理事会報告

日 時：平成28年12月10日（土）14：30～16：00

場 所：大阪府歯科技工士会館地下会議室

会長挨拶：12月に入り行事もたて込んでおり審議事項も

　多いですが建設的なご意見をお願いします。また、年

　明けの新年互礼会が滞りなく行われるよう、準備・協

　力をお願いします。

◎12・1月度の日程の確認

◎第9回理事会報告の各部確認

◎一般報告

　①日技報告

　　・日技が推進している中期総合計画（７プラン）の

　　　基本戦略に基づいて多くの実行委員会が立ち上が

　　　り動き始めた。

◎各部報告

【財務部】

　①12月分会費納入状況の確認

　　・長期滞納者（退会済）に内容証明を送り対応する。

　②11月末執行状況の確認

【総務部】

　①11/26事業計画打合せ会議報告

　　・会長はじめ専務、理事が参加をして各部の事業計     

　　　画を出す前に各部の担当者と打ち合わせを行い問

　　　題点について話し合い確認した。

　②後援名義承諾報告…大阪府歯科衛生士会公開講座

　　・3/12、府歯大ホールにて行われ会長と前川理事が

　　　講演される。

　③地下改修工事の件

　　・工事内容と工事費についての報告。

　④知事表彰式日時決定報告

　　・H29/1/26（木）11：45～に決定。

【福祉厚生部】

　①出生祝金支払い…北大阪・北東・中央北・中央南各

　　1名

　②健康増進に係る事業進捗状況

　　・本日現在65名（インフルエンザ63名、肺炎球菌1

　　　名、B型肝炎1名）

【組織部】

　①日技関係

　　・「2016年度上半期新卒者入会促進費」支給報告

　②学校説明会進捗状況

　　・終了報告と日程及び出務者の確認。

【学術部】

　①日技関係

　　・「2016年度上半期教育研修推進事業助成金」支

　　　　給報告

【広報部】

　①2月号進捗状況の確認

◎審議事項

【総務部】

　①平成29年度事業計画及び予算案について

　　・基本方針及び各部事業計画案について確認。各部

　　　の課題を話し合った。予算案については次回理事

　　　会で検討していく。

　②平成29年度年間予定について

　　・次回理事会までに各部日程を報告。

　③事務組合借入金返済計画

　　・決算推移を基に返済計画を経てた。

　④PRポスター経費返済計画について

　　・今月よりポスター送付の準備をしていき順次発送

　　　していく。経費についての対応は現時点では共済

　　　から借り入れる予定であるが、他部門（日技）か

　　　らの収入も見込めるので出来るだけ共済からの借

　　　り入れは抑えたい。関連の費用がまだ出ていない

　　　ので分かり次第返済計画を提出したい。

【福祉厚生部】

　①新年互礼会について

　　・式次第（案）・役割表の確認

　　・来賓出欠進捗状況の確認

　②献血活動の件

　　・今年度より支部対応とする。

【組織部】

　①フェミニンフォーラム案について

　　・3/5新大阪にて「ブリザーブドフラワー作成」を

　　　開催。承認される。

【技対部】

　①歯科医院内で作製されるCAD/CAM冠について

　　・将来CAD/CAM冠の保険適用部位の拡大も含め

　　　CAD/CAM冠に関する施設基準における歯科技

　　　工所との連携について留意が必要。

　②歯科技工士従事者届けについて

　　・今年度は例年通りの対応とする。

　③2/25（土）の部会勉強会について

　　・社労士を迎え大歯技会館で勉強会を開催する。

◎その他

　１．会員数状況・入会・退会予定者の確認

　２．年末懇親会の件

　３．歯技協セミナーの件

　　　・2/19エルおおさかにて開催。チラシを1月号広

　　　　報に同封する。
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第 11 回  理事会報告

日 時：平成29年1月8日（日）13：00～14：30

場 所：ホテル日航大阪4F「白鳥の間」

会長挨拶：本日の互礼会の運営に滞りの無いよう、皆さ 

　んの協力をお願いします。

◎1・2月度の日程の確認

◎第10回理事会報告の各部確認

◎一般報告

　①日技報告

　　・本日の互礼会に日技会長の代理で西澤副会長が来

　　　られるので失礼の無いよう対応をお願いします。

◎各部報告

【財務部】

　①1月分会費納入状況の確認

　②12月末執行状況の確認

　　・会費滞納者については各役員に指導をお願いしたい。

【総務部】

　①歯科技工士PRチラシ印刷代の件

　　・ポスター・リーフレットの印刷費については、年

　　　内に支払いが終わり大阪府庁から府立高校への資

　　　料送付も年内に終了した。

　②2017年度終身会員申請の件

　　・各支部からの該当者15名の確認を行った。

【福祉厚生部】

　①訃報 … 川 野  融 様（北大阪）H28/12/7ご逝去、

　　享年66才

　②健康増進に係る事業進捗状況

　　・インフルエンザ等予防接種90名の助成金の対応を

　　　本日までに行った。

【組織部】

　①日技関係

　　・再入会キャンペーン支給報告

　　・組織拡充支援金支給結果

　（10/23CAD/CAM分・11/6実技研修会分）

◎審議事項

【総務部】

　①平成29年度事業計画及び予算案について

　　・担当関連部署については次回理事会までに報告を

　　　お願いする。

　　・歯科技工に掛かるＰＲ活動費については、総務費

　　　に組込み計上して対応することを理事会・支部長

　　　会で承認を受けた。また、補正予算は組まず今年

　　　度の予算で執行し決算で報告する。

　②平成29年度年間予定について

　・本会行事予定表を参考に支部行事予定の提出を同じ

　　く次回理事会までに提出をお願いする。

【福祉厚生部】

　①新年互礼会について

　　・式次第、役割表、来賓出欠進捗状況の確認

　　・会員に対してのお土産の配布段取りの確認

【広報部】

　①3・4月合併号企画案について

　　・執筆担当者と内容を確認した上で、企画案につい

　　　て承認される。

◎その他

　１．会員数状況・入会・退会予定者の確認

　２．各案内

第 5 回  支部長会報告

日 時：平成28年12月10日（土）18：00～18：30

場 所：道頓堀ホテル

内 容

　①新年互礼会について

　　・例年と同じく行うので協力をお願いしたい。参加

　　　人数の確認もお願いする。

　②歯科技工士の業務従事者届けについて

　　・従来と同じく該当者については府技より届けを出

　　　す。

　③献血活動の件

　　・今年度より支部対応として参考リストを見て対応

　　　をお願いしたい。

　④平成29年度事業計画案・予算案提出…2/4まで

　　・新年互礼会の理事会に本会の事業計画案・予算案

　　　を出す予定。

　⑤その他

　　・会費納入状況（12月分）の確認

　　・各案内

　　・1月退会受付〆切…12/15まで

訃　　報

川 野　融 様（北大阪）

H28/12/7ご逝去（享年66才）

謹んでご冥福をお祈り致します。
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第 3 回  福祉厚生部会報告

日 時：平成29年1月8日（土）15：00～15：30

場 所：ホテル日航大阪５階ロビー

内 容

　①新年互礼会について

　　・各役割分担の確認と抽選会時のスムーズな景品の

　　　配置など段取りの確認を行った。

　②健康増進に係る事業進歩状況

　　・1/8現在　65名（インフルエンザ63名、肺炎球菌

　　　1名、B型肝炎1名）

　③献血活動の件

　　・今年度より支部対応とする旨の説明を行った。

　

第 6 回  支部長会報告

日 時：平成29年1月8日（日）14：30～15：30

場 所：ホテル日航大阪4F 白鳥の間

内 容

　①新年互礼会について

　　・当日の段取りの確認と協力のお願いを行った。

　②2017年度終身会員の件

　　・各支部からの１５名の該当者の報告を行った。

　③その他

　　・平成29年度事業計画案・予算案提出…2/4まで

　　・会費納入状況（1月分）の確認…会費未納者の対

　　　応の確認

　　・各案内…講演会への参加依頼

　 第4回社員総会を下記日程で行います。

　 議案などの詳細は別号に掲載予定。

日 時：平成29年6月10日（土）18：00～

場 所：大阪府歯科技工士会館 3F

　　　※代議員の方へは1 週間前までに正式な

　　　　ご案内をお送りいたします。

第4回 社員総会開催案内 
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　平成29年1月29日（日）13：00～16：30 新大阪歯科技工士専門学校にて「匠の技を見る」ベーシ

ックコースとして、 ワイヤークラスプ屈曲を行った。講師は、森直美理事、冨田真行理事の両名で、

参加者は会員10名・学生12名・計23名であった。

　参加者には各自模型を準備していただき、学生・歯科技工経験者の2班に分かれて、各々の実力に合

わせて屈曲を行った。学生の皆様には、ワイヤー単純鉤（規制の模型）脚のループ・立ち上げ・肩部・

腕部と内容を細かく分割し詳しくデモ＆トライを行った。歯科技工経験者には、臨床模型を使ってワイ

ヤー屈曲を行った。

　普段クラウン、ブリッジ担当で、ワイヤー屈曲を覚えたいという方、また、病院勤務で義歯修理の

時、ワイヤー屈曲をするので参加したという方や、各々の目的をもって参加されていた。積極的に、ワ

イヤー両翼鉤にチャレンジしている方も見受けられた。

　今回、群馬県歯科技工士会・手島哲久学術理事がぜひ群馬でも「匠の技」を開催したいと、熱い思い

で見学にお越しいただいた。これから、全国に「匠の技」が広まっていく実感とより良い物にしていか

なければという責任を感じた研修会であった。

【場　所】新大阪歯科技工士専門学校

【講　師】三嶋 敬一 氏（北東）他

【定　員】50 名

【参加費】会員・学生…無料、未入会員…1 万円

【申込み】大阪府歯科技工士会

　　　　 メール：daishigi@oak.ocn.ne.jp　

　　　　 F A X ：06-6697-4100

 1/29 匠の技を見る  開催 
『ワイヤークラスプ屈曲』～臨床に即したワイヤークラスプ屈曲の実習～

匠の技を見る
～ 模型づくりと咬合器装着 ～

2017年5月21日（日）13：00～16：30
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　私は、歯科技工士の資格を取って8年目になります。

自費技工に携わる仕事をしたかったため、専門学校を卒

業してもう1年、ポーセレン関係の学校に行きました。

　今の会社では、自費技工をさせていただいています。

最初は、ブランクもあり臨床経験も少なかったため、本

当に出来るのかと不安でしたが、上司の方々が熱心なこ

ともあり、少しずつではありますが学ばせていただいて

おります。

　私は、私生活を大切にしているので、自分の時間をあ

まりとれない歯科技工士という職業は向いていない、と

思ったことが多々ありました。しかし、補綴物を作った

時、達成感がありますし歯科技工は好きですので続ける

ことが出来ています。

　休日は、ガーデニングをしたり、自然の多い所に出

かけたりしています。植物の世話をするのはとても楽

しく、こまめに

手入れをすると

それだけ綺麗に

なり、応えてく

れます。また、

“私も頑張らな

いと”と思うよ

うになれます。

　今はまだ、仕事をきちんと出来るようになることだけ

で精一杯ですが、もっと仕事効率をあげてスキルを上げ

ることを目標として努力していきたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　中央南支部　宇高　佑紀子

　宝塚駅から宝塚大劇場に向かう通り「花のみち」は、

宝塚のイメージを象徴するとても奇麗な桜並木の道で

す。そして、宝塚大劇場から少し南に歩くと“手塚治虫

記念館”があります。手塚治虫記念館では、「鉄腕アトム」

「リボンの騎士」「ブラック・ジャック」「火の鳥」等を

はじめ手塚治虫の世界を楽しむことができます。

　また、館内は手塚治虫作品の展示はもちろんのこと、

アニメーションの制作体験ができるコーナーもあり、大

人だけでなく絵を描くことに興味のあるお子さまも楽し

めます。

　さらに、同記念館から少し歩くと、“宝塚文化創造館”

があります。この建物は、宝塚音楽学校本校舎（昭和

12 年～平成 10 年）として使用されており、宝塚歌劇の

歴史を感じることができます。

　お洒落な町並みにはやはり美味しいグルメが似合いま

す。お薦めは、阪急宝塚駅南口にある創業50年“たまご

サンド”の老舗「サンドウィッチ　ルマン」です。片手

で持ったら落としそうなほどのふわふわの卵焼きを挟ん

でいます。お天気が良い日には武庫川沿いの遊歩道でサ

ンドウィッチを食べながらランチタイムを過ごしている

方々もおられます。

　桜咲く小春日和に誘われて、お洒落な町並みと宝塚歌

劇の文化、そして武庫川の清流と六甲山の山並にふれて

みるのはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大西　稔彦

フェミニン通信 中央南支部

“タカラジェンヌが闊歩するお洒落な街”

執筆者  一番右
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 次回担当支部のお知らせ

5 月号の「リレー編集」と「私の町の風景」は、

南大阪支部担当 です。

　幼い頃、運動会の前日や遠足の前日に気持ちが高ぶっ

てなかなか就寝できなかった記憶のある方は多いのでは

ないのでしょうか。これとは反対に、入試の前日や就職

の面接試験前日には不安でなかなか寝付けないことを誰

もが経験します。同じ不眠の症状でもこの二つには心理

的要因に大きな違いがあることは感覚的に理解すること

ができます。

　近年急増している「うつ病」を発症する要因の一つに

気の持ちようがあることは疑う余地のないところです。

これを予防する一つの方法が“わくわく感”であるとい

われています。「わくわくする心」とは、「未来を信じ

る心」であり、その反対語は「びくびくする心」です。

明日は必ず楽しいことがあるとか、自分の思いが必ず達

成されると思うと、わくわくして明日になるのがとても

待ちきれずになかなか就寝できないものです。

　例えば、釣りの好きな人は日頃どんなに忙しくしてい

ても、なんとか時間を工面して釣りに行くそうです。釣

りに興味の無い者にはとても理解できないのですが、仕

事に追われてあんなに寝不足であるにも拘らず、釣りか

ら帰ってくると何ともスッキリした顔をしているもので

す。まさに、この行動パターンが“わくわく感”のなし

える業なのです。

　仕事や自身のやるべき事に“わくわく”できることは

本当に素晴らしいことですが、例えそうでなくても自身

にとって時間を忘れる程打ち込める趣味を持つことは、

心を健全に保つだけでなく日常生活においてもプラス思

考をもたらすといわれています。

　仕事や日常に埋没せず

に“わくわく感”に触れ

てみては如何でしょうか

!?目から鱗が落ちるよう

に景色が変わって見える

かもしれません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　中央南支部　広報

　今、尼崎市では2018年の築城400周年にむけて天守

閣の復元計画が進められています（予定地：阪神尼崎駅

南側の城址公園）。この計画にポンと10億円を寄付し

た太っ腹な人物が現れました。

　尼崎市に10億円以上の私財を寄贈した御仁とは、安

保詮（あぼ　あきら）さん82歳です。安保さんは、家

電量販店の旧ミドリ電化（現エディオン）の創業者です

が、よほどのお城マニアかと思いきや全くお城には興味

がないそうです。それでは何故？と凡人は疑問に思うわ

けですが、氏いわく「1959年（昭和34年）に旧ミドリ

電化の前身となる “みどり電気”を同市に設立した折

に商売でお世話になった恩返しをしたい！」という思い

から建設資金を寄贈することにしたというのです。

　我が町大阪においても、浪速のシンボル「中之島公会

堂（国の重要文化財に指定）」に浪速あきんどの心意気

を感じることができます。大正初期の大阪には、未だ近

代的な大ホールを備えた文化施設はありませんでした。

東京には負けたくないという浪速人気質でしょうか?!当

時、「北浜の風雲児」といわれた相場師「岩本栄之助

（いわもと　えいのすけ）」氏が現在の貨幣価値で数

十億円という巨費を投じて同公会堂を建設して大阪市に

寄贈したものです。

　このほか、大阪の観光名所として知られている「道頓

堀」も戦国時代に実在した浪速あきんどの安井道頓（安

井成安）氏が私財を投じて行った土木事業として知られ

ています。

　私たちが日頃何気なくふれている大阪の風景に、いに

しえ人の心意気が詰まっていることに改めて感じ入る今

日この頃です。

　  中央南支部　広報

担当支部：中央南

上方あきんどの心意気 わくわく感の薦め！
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『中央北支部だより』
　　　　　 第 31号支部コーナー

　平成 29 年 2 月 5 日、大阪梅田三番街にて献血への参加呼びかけを行いました。

　これからは支部単位でのお手伝いということで今回中央北支部が担当、朝から気温も低く天気も曇

り空の中、支部会員池田支部長・西さん・小田さん・久家さんが参加され、わたくし広報上原も後半

少しだけのお手伝いとなりましたが参加してきました。

　やはり寒い中袖をまくっての献血なかなか足を止めてもらえない中でのお声かけ、目的地に向かい

足早に通り過ぎていく人、ティッシュのみいただいていく人、中には個数指定までしてくるおっちゃ

んも。外国人観光客なども多く道を聞かれ慌てることも、そんなところでティッシュを配り大きな声

で「献血おねがいしま～す」と叫びながらのボランティア活動がんばりました。

　終了近くに献血スタッフがわざわざ一人ずつにお礼とこの日の献血者数の現状など報告があり、梅

田ではこのブースのみノルマ達成、感謝の言葉をいただきました。

　今回は参加呼びかけと同時に献血もして帰るつもりで事前検査へ、いやー初めて血の比重が軽いの

で採れませんと言われショック！ 52 回目にして初体験、60 歳までに 60 回を目標にしてきた私にとっ

ては残念な出来事でした。60 まであと 7 年、年 1 ペースでいけば楽勝ですが体調整へ再度チャレン

ジします。

　またここ最近は何かと至れり尽くせりのサービスあり、献血前後にジュース・コーヒー・スポーツ

ドリンクなどが提供され献血ルームなどではアイスのサービスも、スタンプカードなども渡され次回

献血時に持参すれば粗品進呈、この日献血ができなかったにもかかわらずカードを見て粗品の歯磨き

粉をいただいて帰りました。それだけしないと血液が集まらないとのこと、できれば皆様にも参加し

ていただけたらと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央北支部広報　上原

ボランティア活動（献血参加の呼びかけ）



（12）　第 494 号 平成 29 年 3・4 月合併号大　歯　技　広　報

中央南支部新年会中央南支部新年会

『中央南支部だより』
　　　　  第 33号

支部コーナー
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『南大阪支部だより』
　　　　　 第 28号支部コーナー

● 役員会開催報告
　平成29年1月8日（日）日航ホテルでの新年互礼

会終了後、5階ロビーにて南大阪支部役員会が開催

され、平成29年度事業計画及び2月5日（日）青年

部学術講演会の件について討議しました。

● 青年部学術講演会

　2017年2月5日に堺市振興センターで南大阪支

部、青年部学術講演会に出席させて頂きました。

ＣＡＤ／ＣＡＭは修復関係で幅広く活用しています

が、今回の講演会のように3Ｄプリンター用いたパ

ーシャルデンチャーフレーム製作がここまで進んで

いるとは思いませんでした。これからＣＡＤ／ＣＡ

Ｍ技工が欠かせないものとなっているし、次々と新

しい機械が出てくるのでこれからも今回のような講

演会に積極的に参加したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　優作

● 年始行事の参加報告
  1月 8 日（日）大阪府歯科技工士会新年互礼会
　　　　　　　　　　　　　　　　23名参加

  1月28日（日）南大阪支部新年会　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　22名参加

● 支部新年会
　平成29年1月

28日（土）さか

なや道場阿倍野

アポロビル店に

て、南大阪支部

新年会が22名の

参加者で開催されました。小原支部長より年頭の挨

拶と、今年度の事業の報告、来年度の計画など活動

報告がありました。平成29年は、2月5日（日）に青

年部学術講演会と5月に支部学術講演会が予定されて

います。

　技工士会に入会して20年近くになりますが、後輩

の入会をきっかけに初めて支部の行事に参加しまし

た。技工所経営、勤務や歯科大学勤務の方など様々

な立場の方、年齢層の方々と意見交換ができ、楽し

いひとときを過ごすことができました。今後も、こ

のような支部の行事や学術講演会などに参加したい

と思います。

　　田光　創
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『北大阪支部だより』
　　　　　 第 27号支部コーナー

　平成29年1月15日（日）北大阪支部新年会が千里阪急ホテルにて開催された。会員

65名（新入会員12名）、来賓9名が出席した。午後5時になり、齊藤副支部長より開

会の辞が宣言された。

　始めに山口支部長により新年の挨拶があり、ご来賓の方々ヘの謝辞と、今年度の事

業、3月と11月の学術講演会、各市の健康展の件など、今年度の抱負を語られた。ご

来賓として、豊中市歯科医師会の津金会長より歯科医師会と歯科技工士

会との結びつきを強固にして行きましょう、とのご挨拶をいただいた。

　次に、大阪府歯科技工士会の清水会長より、北大阪支部の本会ヘの日頃の協力に感謝さ

れ、また、本会の今年度の抱負を語られた。次に、ご来賓の紹介があり前会長の

時見氏より、会長時の北大阪支部の事業に協力していただ

いたことに感謝します、との挨拶をいただいた。

　次に、摂津市歯科医師会の井上先生の乾杯の音頭により

祝宴が始まった。新年会では、前年度に大阪府知事賞を

受賞した齊藤勲さんに北大阪支部から記念品が贈呈された。

齊藤さんは、「現在、78才！まだまだ現役で働いています。これからも頑張って

行きます」と力強い挨拶をいただきました。

　その後は、宴がテーブル式なので会員同士が訪問しあい、挨拶をし、また近況、

仕事の話など、熱気に包まれ大いに活気あふれていた。宴も終盤、恒例のビンゴゲームが行われた。数

字が呼ばれるたびに、どよめきが上がり、歓喜の声、無念の声で大いに盛り上がった。祝宴もそろそろ

時間となり、最後に寺本副支部長より閉会の辞で新年会の幕を閉じた。

平成29年度  北大阪支部新年会 開催！
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『北東支部だより』
　　　　　 第 48号支部コーナー

　平成29年1月28日（土）、クレオ大阪東にて

「北東支部 支部例会」が開催されました。

　支部例会としては若干少ない人数での開催とな

りましたが、大変活発な話し合いとなり、とても

充実した支部例会となりました。

　主な議題としては、平成29年度支部予算及び支

部事業についてでした。

　皆さんの意見をもとに調整を行い、支部総会に

て決議したいと思います。

　皆様、支部総会へご出席、宜しくお願い致します。

　平成29年2月26日（日）、マイドームおおさかにて

「北東支部学術講演会」が開催されました。

　約60名の方にご参加頂き、盛会に行われました。

　今回はデンチャーワークをテーマに小山先生、今西先

生にご講演頂きました。

　臨床ケースの写真や動画など、大変貴重な資料にも関

わらず数多くご紹介いただき、また、今後雑誌に掲載される予定の内容まで披露して頂きました。

　“明日への技工に活かされる”実用的な講演内容であり、皆さんの士気も高まったように感じました。

　講演会後には懇親会を開催し、先生方を囲み楽しい時間を過ごしました。

　また、先生方の所属するスタディーグループ「K.S.I.」の主幹であられる奥森健史氏も講演会と懇親会

にご参加頂き、学術講演会に華を添えて頂きました。

● 北東支部会員状況（平成29年3月現在）

　  ・会員数　310名

　　　　　　 （男性　272名・女性　38名）

　  ・新入会員紹介
　　 （平成29年２月入会）

　　三  井　知  子
　　　　大阪大学歯学部付属歯科技工士学校卒　

　　 （平成29年4月入会）

　      小  田　祐  馬
　　　　東洋医療専門学校卒

● 行事予定　平成29年

　5月　北東支部 支部総会
　　　　  　※詳細はハガキにてご案内いたします。

　6月　寝屋川市健康展「歯の健康展」

● 北東支部学術講演会 開催

 ● 北東支部 支部例会 開催
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会員の皆様には平素より大変お世話になっております。 

さて、2016年6月から新執行部となりました。

新執行部からは『next stage 大阪』と題し 61年目に相応しい新たな
活動を展開して参ります。

まずは歯科技工士会の行事にご参加ください。そこからすべてが始まります。 

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会 長　清  水　潤  一

歯科技工士会は、公的に認められている歯科技工士で構成された、歯科技工

士の為の唯一の組織です。他から救世主は現れません。「沈黙は金なり」の

時代はすでに終わっています。  私達から変わりましょう。  自分達で変えま

しょう。  見せましょう。大阪の底力を‼

【 理　念 】

【 目　標 】
①社会的認知度up 在阪学校定員充足率100%を目指します。

②強く、優しい、学べる、組織作りを目指します。

フ   ェ   イ   ス   ブ   ッ   クフ   ェ   イ   ス   ブ   ッ   ク

メ   ル    マ   ガメ   ル    マ   ガ


